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序文

Microchip ATtiny104 Xplained Nano評価ｷｯﾄはATtiny104ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

Atmel StudioとMPLAB® Xの統合開発基盤によって支援されるこのｷｯﾄはMicrochip ATtiny104の機能への容易なｱｸ
ｾｽを提供し、ﾃﾞﾊﾞｲｽを独自設計に統合する方法を説明します。

Xplained Nano MCU系評価ｷｯﾄは基板上の小型組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含み、ATtiny104をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのに外部ﾂｰﾙ
は必要ありません。
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1. 序説

1.1. 特徴

・ ATtiny104ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
・ 1つの使用者黄色LED
・ 1つの機械的な釦
・ 小型組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ (mEDBG)
 - Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEでの基板識別用自動ID
 - 1つの基板状態緑色LED
 - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
 - 仮想COMﾎﾟｰﾄ (CDC)
・ USB給電

1.2. ｷｯﾄ概要

Microchip ATtiny104 Xplained Nano評価ｷｯﾄはATtiny104を評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

図1-1. ATtiny104 Xplained Nano評価ｷｯﾄ概要
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2. 開始に際して

2.1. Xplained Nano即時開始

Microchip Xplained Nano基盤の調査を始めるための方法は次のとおりです。

 1. Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 2. Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEを開始してください。

 3. 任意選択 : ﾄﾞﾗｲﾊﾞと例を生成するのにAtmel STARTを使ってください。

 4. あなたの応用ｺｰﾄﾞを書いてください。

 5. PCと本ｷｯﾄのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSBﾎﾟｰﾄ間に(標準A-ﾏｲｸﾛBまたはﾏｲｸﾛA/Bの)USBｹｰﾌﾞﾙを接続してください。

Xplained Nanoｷｯﾄが最初にｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ接続される時に、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑはﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙを実行します。ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ﾌｧｲ
ﾙは32ﾋﾞｯﾄと64ﾋﾞｯﾄの両版のMicrosoft® Windows® XP、Windows Vista®、Windows 7、Windows 8、Windows 10を支援します。本ｷｯﾄ
用のﾄﾞﾗｲﾊﾞはAtmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEに含まれます。

一旦Xplained Nano基板が給電されると、緑の状態LEDが点滅し、Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEはどのXplained Nano基
板が接続されたかを自動検出します。Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEはﾃﾞｰﾀｼｰﾄとｷｯﾄ資料のような関連情報を提供しま
す。ATtiny104ﾃﾞﾊﾞｲｽは基板上の小型組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞされ、従って外部の書き込み器は必要とされません。

https://www.microchip.com/start
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2.2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ

以下の一覧はATtiny104 Xplained Nanoに対して最も関連する資料とｿﾌﾄｳｪｱへのﾘﾝｸを含みます。

・ Xplained製品 - Xplained評価ｷｯﾄはMicrochipﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと他のMicrochip製品用の小型で使用が容易な評価ｷｯﾄの系列です。

- Xplained Nano - 少ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽ用で、目的対象ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの全ての入出力ﾋﾟﾝへのｱｸｾｽを持つ最小限主義的な解決策を
提供します。

- Xplained Mini - 中ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽ用で、Arduino Uno互換ﾍｯﾀﾞ用配線ﾊﾟﾀｰﾝと試作領域を追加します。

- Xplained Pro - 高度なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞと周辺機能に対する標準化された拡張を特徴とする中から多ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽ用です。

注: 上の全てのｷｯﾄは各種Microchip製品の機能と能力の評価と実演のための安価な基板の組を作成する基板上の書き込み器/ﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞを持ちます。

・ Atmel Studio - ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾘ言語開発用の無料IDE

・ MPLAB® X IDE - MPLAB® X IDEはMicrochipのﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号制御器用の応用を開発するためにPC(Windows®、M 
ac OS®、Linux®)で動くｿﾌﾄｳｪｱ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。これは組み込みﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のｺｰﾄﾞを開発するための単一の
統合された”環境”を提供するため、統合開発環境(IDE:Integrated Development Environment)と呼ばれます。

・ MPLAB®ｺｰﾄﾞ構成部 - MPLAB®ｺｰﾄﾞ構成部(MCC:MPLAB® Code Configurator)はあなたの応用特有の周辺機能と関数を構成す
るための画像ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを提供する無料のｿﾌﾄｳｪｱ ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝです。

・ AVR®用IAR Embedded Workbench® - これは8ﾋﾞｯﾄAVRに利用可能な商用C/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗです。30日評価版だけでなくそれらのｳｪ
ﾌﾞｻｲﾄから入手可能な4Kﾊﾞｲﾄ ｺｰﾄﾞ量制限始動版もあります。

・ Atmel START - Atmel STARTは使い易く最適化された規則でｿﾌﾄｳｪｱ構成部品を選んで構成設定して組み込み応用を誂えて使
用者を助けるｵﾝﾗｲﾝ ﾂｰﾙです。

・ Microchip試供品店 - ﾃﾞﾊﾞｲｽの試供品を注文することができるMicrochip試供品店です。

・ Data Visualizer - ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞｰﾀを処理して可視化するのに使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視器はCuriosity 
NanoとXplained Proの基板で見つかるEDBGﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀ-ﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)とCOMﾎﾟｰﾄ
のような様々な供給元からﾃﾞｰﾀを受け取ることができます。

・ 設計資料 - CADｿｰｽ、回路図、部品表、組立図、3D図、各層図などを含む一括

・ PDF形式でのﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き - この使用者の手引きのPDF版

3. Xplained Nano
Xplained Nanoは全てのﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの入出力へのｱｸｾｽを持つ小型基板の組を提供する評価基盤です。この基盤はAtmel Studio 
/MPLAB® X IDEを通して関連する使用者の手引き、応用記述、ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ、ｺｰﾄﾞ例を提供するためにAtmel Studio/MPLAB® X IDE
に統合された少ﾋﾟﾝ数ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ(MCU)の系統から成ります。この基盤はﾎｽﾄPCへの直列通信用の仮想COMﾎﾟｰﾄも特徴です。

3.1. 小型組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

ATtiny104 Xplained Nanoは基板上ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのための小型組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(mEDBG:mini Embedded DeBuGger)を含みます。
mEDBGはﾃﾞﾊﾞｯｶﾞと仮想COMﾎﾟｰﾄの2つのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのUSB複合装置です。

Atmel Studioとで、mEDBGﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはATtiny104をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。ATtiny104 Xplained Nano上ではTPIｲ
ﾝﾀｰﾌｪｰｽがmEDBGとATtiny104間に接続されます。

仮想COMﾎﾟｰﾄはATtiny104上のUARTに接続され、端末ｿﾌﾄｳｪｱを通して目的対象応用と通信する容易な方法を提供します。これ
は可変ﾎﾞｰﾚｰﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨ、停止ﾋﾞｯﾄの設定を提供します。

注: ATtiny104での設定は端末ｿﾌﾄｳｪｱで与えられた設定と合っていなければなりません。

情報: mEDBGの仮想COMﾎﾟｰﾄはATtiny104に接続されたUARTﾋﾟﾝを許可するためのﾃﾞｰﾀ端末準備可(DTR:Data Terminal 
Ready)信号を設定する端末ｿﾌﾄｳｪｱが必要です。DTR信号が許可されない場合、mEDBGのUARTﾋﾟﾝはCOMﾎﾟｰﾄを使
用不可にするHigh-Zに保ちます。DTR信号はいくつかの端末ｿﾌﾄｳｪｱで自動的に設定されますが、目的対象端末に於
いて手動で許可されなければならないかもしれません。

mEDBGはATtiny104 Xplained Nano上の1つの状態LEDを制御します。下表は各種動作形態でLEDがどう制御されるかを示します。

表3-1. mEDBG LED制御

動作形態 状態LED

通電 (電源ON) LEDは短く点灯

通常動作 LEDは消灯

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 活動表示、LEDはmEDBGでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時に点滅

3.1.1. Xplained Nanoｸﾛｯｸ出力

mEDBGは「3.3. Xplained Nano標準ﾋﾟﾝ配列」で示されるようにそれのCPUｸﾛｯｸを8番(CLK)ﾋﾟﾝに出力します。このｸﾛｯｸ出力は応用に
対してこれが必要とされる場合にもっと正確なｸﾛｯｸを目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへ供給するのに使うことができます。

https://www.microchip.com/development-tools/xplained-boards
https://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7
https://www.microchip.com/mplab/mplab-x-ide
https://www.microchip.com/mplab/mplab-code-configurator
https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR
https://www.microchip.com/start
https://www.microchip.com/samples/default.aspx
https://www.microchip.com/mplab/avr-support/data-visualizer
http://www.atmel.com/Images/Atmel-42671-ATtiny104-Xplained-Nano_User-Guide.zip
http://www.atmel.com/Images/Atmel-42671-ATtiny104-Xplained-Nano_User-Guide.pdf
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3.2. 電源

ｷｯﾄは各種供給元によって給電することができます。既定によってこのｷｯﾄは5V電源を持ち、電圧は500mAのPTCﾋｭｰｽﾞを通してUSB
ﾎﾟｰﾄから直接取られます。USBｺﾈｸﾀからの電圧は(USB使用に従って)4.4～5.25V間で変わり得ます。

他の電圧が必要とされる場合、USB電力に対する損傷や衝突避けるためにｷｯﾄはUSBから切断されなければなりません。mEDBGも
基板の目的対象領域から切断されなければなりません。基板は次表に従って基板上での電力接続の1つに電圧を印加することに
よって給電することができます。mEDBGを通したどんな電力漏れも避けるために、図3-3.で示される抵抗を取り去ることによってこれも
切断されるべきです。電力接続の配置については「3.3. Xplained Nano標準ﾋﾟﾝ配列」をご覧ください。

表3-2. 電力接続

電力接続 説明

VUSB
USBが接続される時のUSB電圧出力(PTCﾋｭｰｽﾞの裏)。USBが使われない時に電力入力として使うことができ
ます。

VREG VUSBから調整された電圧。ｷｯﾄが調整器を持たない場合、これは直接VUSBに接続されます。

VCC
目的対象電圧供給。既定によって0Ωを通してVREGに接続されます。抵抗が取り去られ場合、ここに外部電
圧を印加してください。

図3-1. 電源構成図

目的対象MCU0Ω抵抗
VCCVUSB/VREG

PTCUSB

mEDBG

電源

電源接続

電力消費部

3.3. Xplained Nano標準ﾋﾟﾝ配列

Xplained Nanoｷｯﾄは下の表と図で示されるようにmEDBG領域に標準ﾋﾟﾝ配列を持ちます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのﾋﾟﾝは目的対象ｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽに依存して変わりますが、同じ位置に留まります。

Xplaind Nanoｷｯﾄは全ての入出力ﾋﾟﾝが利用可能で展開される目的対象領域を持ちます。固定位置を持つVCCとGNDを除き、この
領域内で定義されたﾋﾟﾝ機能はありません。目的対象領域の最初のﾋﾟﾝはVCCﾋﾟﾝで、標準領域のVREGﾋﾟﾝの右傍に配置されます。
最後のﾋﾟﾝはGNDで、標準領域のCDC RXﾋﾟﾝの傍に配置されます。

3.3.1. TPI用標準ﾋﾟﾝ配列

表3-3. TPI用Xplained Nano標準ﾋﾟﾝ配列

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 説明

1 RST ﾘｾｯﾄ線

2 TPID TPIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾃﾞｰﾀ線

3 TPIC TPIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｸﾛｯｸ出力

4 NC 接続なし

5 VREG
調整済み電圧または調整器が
存在しない場合はVUSB

6 UART RX mEDBG UART RX線

7 UART TX mEDBG UART TX線

8 CLK mEDBG ｸﾛｯｸ出力

9 GND 接地

10 VUSB USB電圧

図3-2. TPI用Xplained Nano標準ﾋﾟﾝ配列

RESET

TPIDATA

TPICLK

NC

VREG

VCC

VUSB

GND

CLKOUT

CDC TX

CDC RX

GND

状態LED電力切断 mEDBG ﾏｲｸﾛUSBｺﾈｸﾀ

3.4. mEDBGの切断

目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽはmEDBGから完全に分離することができますが、こ
れは半田ごてを用いて基板にいくつかの小さな変更が必要です。右
図で示される領域内の抵抗を取り去ることにより、mEDBGは目的対象
制御器から完全に切断されます。再びmEDBGの接続を望む場合、ｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽを接続するのに0Ω抵抗で半田付けするか、またはﾍｯﾀﾞ配線
ﾊﾟﾀｰﾝ上の100milﾍｯﾀﾞで半田付けしてください。

図3-3. ｷｯﾄ変更

mEDBG切断電力切断
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4. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

4.1. ｺﾈｸﾀ

4.1.1. ATtiny104 Xplained Nanoﾋﾟﾝ配列

ATtiny104 Xplained Nanoはﾃﾞﾊﾞｲｽの入出力ﾋﾟﾝの直接展開を持ち、全ての入出力は端ｺﾈｸﾀで入出力可能です。

表4-1. 端ｺﾈｸﾀ

番号 機能ATtiny104ﾋﾟﾝ 共用機能

 1 VCC 電源

 2 PA0 ADC0/AIN0/T0/CLKI/PCINT0/TPICLK mEDBG TPIｸﾛｯｸ

 3 PA1 ADC1/AIN1/OC0B/PCINT1/TPIDATA mEDBG TPIﾃﾞｰﾀ

 4 PA2 PCINT2/RESET mEDBG ﾘｾｯﾄ

 5 PA3 OC0A/PCINT3

 6 PA4 ICP0/PCINT4

 7 PA5 ADC2/OC0B/PCINT5 使用者LED

 8 PA6 ADC3/PCINT6

 9 PA7 PCINT7

10 PB0 ADC4/PCINT8

11 PB1 ADC5/INT0/OC0A/XCK/CLKO/PCINT9 使用者釦

12 PB2 ADC6/ICP0/TXD/PCINT10 mEDBG CDC RX

13 PB3 ADC7/ACO/T0/RXD/PCINT11 mEDBG CDC TX

14 GND 接地

4.2. 電流測定

目的対象制御器のATtiny104は下図で示されるように0Ω抵抗でVREG電源からVCC電源へ接続されます。ﾃﾞﾊﾞｲｽの電力消費を測
定するには0Ω抵抗を取り外してそれを電流計で置き換えてください。容易な測定のために電流計はVREGとVCCのﾊﾟｯﾄﾞ間に接続す
ることができます。

助言: 2つの電力区域間を再び接続するには、配線ﾊﾟﾀｰﾝ上に0Ωで半田付けするか、または基板端のﾍｯﾀﾞ配線ﾊﾟﾀｰﾝの
100milﾍｯﾀﾞでVREGとVCC間にｼﾞｬﾝﾊﾟを配置してください

電流計またはｼﾞｬﾝﾊﾟなしでｷｯﾄが給電されている間に抵抗を取り外すことは、ATtiny104にそれの入出力ﾋﾟﾝを通して給電
させるかもしれません。これはﾃﾞﾊﾞｲｽに定常的な障害を引き起こすかもしれません。

警告

図4-1. 電流測定

VREG

VCC

電力切断

4.3. 周辺機能

4.3.1. LED

ONとOFFに切り替えることができるATtiny104 Xplained Nano基板上で利
用可能な1つの黄色LEDがあります。このLEDは接続された入出力線を
GNDに駆動することによって活性(点灯)にすることができます。

表4-2. LED接続

ATtiny104ﾋﾟﾝ 機能 共用機能

PA5 黄LED0 端ｺﾈｸﾀ

4.3.2. 機械的な釦

ATtiny104 Xplained Nanoは1つの機械的な釦を含みます。これは一般
的な使用者構成設定可能な釦で、釦押下時にその入出力線をGNDに
駆動します。

表4-3. 機械的な釦

ATtiny104ﾋﾟﾝ 説明 共用機能

PB1 使用者釦 端ｺﾈｸﾀ

情報: 一般使用者釦に接続されたﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗はありません。この釦を使うためにATtiny104の内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可することを
覚えて置いてください。
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5. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実装

ATtiny104 Xplained NanoはTinyﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(TPI)を用いてATtiny104をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのに使うことができる小型組み込
みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(mEDBG:Mini Embedded DeBuGger)を含みます。mEDBGはUART上の仮想COMﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽも含みます。Atmel 
Studioは小型組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ用の前処理部として使うことができます。

5.1. Tinyﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

Tinyﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(TPI)は目的対象と通信するのに2つのﾋﾟﾝを
使います。mEDBGのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ能力の使用方法の更なる情報について
は「小型組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

表5-1. TPI接続

ATtiny104ﾋﾟﾝ 機能 共用機能

PA0 TPIｸﾛｯｸ mEDBG

PA1 TPIﾃﾞｰﾀ mEDBG

5.2. 仮想COMﾎﾟｰﾄ

小型組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはATtiny104のUARTを使うこ
とによって仮想COMﾎﾟｰﾄ中継器として働きます。仮
想COMﾎﾟｰﾄの使用方法の更なる情報については
「小型組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

表5-2. 仮想COMﾎﾟｰﾄ接続

ATtiny104ﾋﾟﾝ 機能 共用機能

PB2 UART TXD (ATtiny104のTX線) mEDBG CDC RX

PB3

UART TXD (ATtiny104のTX線)

UART RXD (ATtiny104のRX線) mEDBG CDC TX

6. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂履歴と既知の問題
この使用者の手引きはｷｯﾄの利用可能な最終版を提供します。本章は既知の問題、旧版の改訂履歴、旧版が最終版とどう違うのか
についての情報を含みます。

6.1. 製品IDと改訂の識別

Xplained Nano基板の改訂と製品識別子はAtmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEを通して、またはPCBの裏側の張り紙を見ること
によってのどちらかの2つの方法で得られます。

Xplained Nano基板をAtmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEが走行しているｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続することにより、情報ｳｨﾝﾄﾞｳが立ち上
がります。ｷｯﾄ詳細下で一覧にされる通番の最初の6桁は製品識別子と改訂を含みます。

同じ情報はPCBの裏側の張り紙で得られます。殆どのｷｯﾄはA09-nnnnrrとして平文で識別子と改訂を表示し、ここでのnnnnは識別子
で、rrは改訂です。制限された空間の基板は通番文字列を含むQRｺｰﾄﾞだけの張り紙を持ちます。

通番文字列は以下の形式を持ちます。

 “nnnnrrssssssssss”
 n = 製品識別子
 r = 改訂
 s = 通番

ATtiny104 Xplained Nano用の製品識別子はA09-2678です。

6.2. ﾋｭｰｽﾞ遮蔽

ATtiny104のRSTDISBL(外部ﾘｾｯﾄ禁止)ﾋｭｰｽﾞはmEDBGﾌｧｰﾑｳｪｱで遮蔽されています。これは使用者がATtiny104のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを禁止するのを避けるために行われます。

6.3. 改訂2

本ｷｯﾄの改訂2上の目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ(U200)は機能評価試供品(ATtiny104-SSNRES)から非機能評価試供品(ATtiny104-SSNR)に変
更されています。

6.4. 改訂1

改訂1は最初の公開版です。

改訂1で目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ(U200)に対して機能評価試供品(ATtiny104-SSNRES)が実装されます。

7. 資料改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

42671A 2016年2月 初版資料公開

42671B 2016年8月 改訂2の情報を追加

A 2019年12月 Microchip DS40002160でAtmel 42671を置換。ﾋｭｰZ遮蔽に関する項を追加。
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にするのに使われます。利用可能な情報のいくつかは以下を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip設計協力課程会員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipの製品変更通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰ
ﾙに関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/pcnへ行って登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 組み込み解決技術者(ESE:Embedded Solutions Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、またはESEに連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様の手助けに利用で
きます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、Adaptec、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BesTime、BitCloud、chipKIT、chipKITﾛ
ｺﾞ、CryptoMemory、CryptoRF、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、HELDO、IGLOO、JukeBlox、KeeLoq、Kleer、LANCheck、LinkMD、
maXStylus、maXTouch、MediaLB、megaAVR、Microsemi、Microsemiﾛｺﾞ、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PackeTime、PI 
C、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、PolarFire、Prochip Designer、QTouch、SAM-BA、SenGenuity、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、Super 
Flash、Symmetricom、SyncServer、Tachyon、TempTracker、TimeSource、tinyAVR、UNI/O、Vectron、XMEGAは米国と他の国に於
けるMicrochip Technology Incor poratedの登録商標です。

APT、ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、FlashTec、Hyper Speed Control、HyperLight Load、
IntelliMOS、Libero、motorBench、mTouch、Powermite 3、Precision Edge、ProASIC、ProASIC Plus、ProASIC Plusﾛｺﾞ、Quiet-Wire、
SmartFusion、SyncWorld、Temux、TimeCesium、TimeHub、TimePictra、TimeProvider、Vite、WinPath、ZLは米国に於けるMicrochip 
Technology Incorporatedの登録商標です。
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